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 八及び実験動物がA/8W,AO,A工と順次A型インフルエンザウイルスに感染した時に示さ
 れる免疫応答は抗原原罪説に基づいて行なわれるということがDavenpor七やWeD6七erによ
 って明らかにされてきたが,なおA2に対する免疫応答の態度は不明である。木研究は新しく開発
 したエm皿Unoad.80rben七を用いて八に与えられたインフルエンザウイルスの抗原刺戟(感染)
 を抗体分子のレベルから解析し且つHA工抗体産生ク・一ソを躍析することrより,1968年に
 新しく出現した香港型ウイルスに対する問題をも含めて,八に潜けるこれらA型ウイルス感染によ
 って出現する免疫応答の様式(抗原原罪説)を更に明確にしょうとした。
実験方法
 イ吏拝ゴインフノレエy一ザウィノレヌはA/SW/51,AO/54,A工/47量A2/57,A2!
 65及び香港/68の6種のA型株と2種のB型株,供試検体は1968年2月～1969年5月
 採取の66例の血清(第1報)及び1969年2月～6月採取の5群のブール血清と18例の血漿
 (第2報)。(エ1血球凝集抑制(H良工)抗体の吸収実験方法=ニワトリ赤血球を凍結融解により破
 壊後洗浄精製した赤血球膜片にKエ04処理ウイルヌを吸着させて得た各抗原のエInmU・noad・8-
 Orben七を予めBDE処理した被検晦清に添加してH珠玉抗体を吸収。低速遠心で採取した上清
 中のBA工活性を各A型血球凝集(HA)抗原及びB型HA抗原を用いて測定し,対照の非吸収血
 清のHA正価と比較することにより,各HA工抗体の被吸収性を観察した。qD特異的HA王抗体の
 交叉実験方法二硫酸ソーダ一法で抽出した谷試料の7一グ・プリンに各抗原のエmmunoaαSO-
 rben七を添加し,Hムエ抗体一工mmunOad.80rbenむ複合物を遠心で集め,更にこの複合物
 をPH2.2のグリシン塩酸緩衝液に再浮遊し抗体を解離。この遠心上溝に0、1NNaOHを添加して
 PHを7に修正し特異的HA工抗体液とした。各抗体液のHA工潜性を各A型及ぴB型HA抗原を
 用いて測定することπより,これら各試料から得られた各抗体の各抗原に対する交叉性を観察した。
成 績
 (エ)HA工坑体吸収実験成綾二A2初感染型血清にかけるA2に対す・るHA工抗体はA2抗原に
 よってのみ吸収され,A!SW,AO及びA1抗原によっては全く吸収され五の。又,香港抗原に
 よっては,香港株宋感染血清のA2抗体は殆んど吸収されないが,香港かぜ罹患者の血清のA2抗
 体は効果的に吸収される。即ち,香港株感染を経験することによってA2抗体の被吸収性は香港抗
 原に対してまで及んだσ香港抗原に対する抗体は香港かぜ罹患の有無にかかわらずA2抗原によっ
 て吸収されるが,諏/SW,AO及びA1抗原によって吸収されないpかくの如きA2及び香港統
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 原に対する抗体の被吸収性はA/8w,AO父はAて初感染型血清のいずれにあっても全く同様に
 観察された。A1初感染型血清におけるA1抗原に対する抗体はA1抗原によってのみ吸収され,
 他のいかなる抗原によっても吸収され互いρAO初感染型血情lfかけるAO及びA工抗原に対する
 抗体はAO及びA席抗原によって相互に吸収され,又一部A/8W抗原によっても吸収されるが,
 他のいかなる抗原によっても吸収されない。A/sw初感染型血清のA/sw,AO及びA1抗原
 に対する抗体はこれら3考の抗原によって相互に吸収され,特に初感染株のA∠SW抗原rよって
 効果的に吸収される。しかし,A2及び香港抗原によっては全く吸収されない。すべての血清にお
 けるB型抗原に対する抗体はA型抗凍rよって吸収されず,又この逆もみとめられない。
 {ゆ特異的HA工抗体の交叉実験成績:広実験成績はに、の吸収実験成績とよく一致した。即ち,
 すべてのA2及び香港抗体はA・/S四,AO及びA哩抗原との交叉反応を示さず,又,A/SW,
 AO及びAコ抗体はA2及び香港抗原と交叉し次い。A1初感染型血清のA1抗体はA1抗凍との
 み反応し,他のいかなる抗原とも交叉反応を示さない。AO初感染型血清のAO及びA1抗体はこ
 の両者の抗原と交叉するカ～A2及び香港抗原とは交叉しない。A■SW初感染型血清のA/SW
 AO及びA工抗体はこれら3者の抗原と相互rよく交叉.すくが,この5抗体の内A./SW抗体の交
 叉性が最も小さぐ,換言すれば,.最も特異的であった。すべてのA型抗体はB型抗原と,又B型抗
 体はA型抗療と夫々全く交叉反応を示さない。
 考察と結論
 人に冷けるインフルエンザA型ウイルスに対するBA工抗体漆生ク・一ンは,本実験により,A
 !日W,AO及びA1ク・一ンのEarly■inkagegrOUPと香港を含むA2ク・一ンの
 Late■inkagegroupに大別され,抗原原罪説はEarly■inkagegroup内πおい
 ては成立するけれどもEarly■inkagegroupとLate■inkagegroupとの間に
 は成立せず,従って,インフルエンザA型ウイルスの維持的感染に対する免疫応答の形式は2っの
〃〃
 異ったantigenicsin8によって支配されていると考えられる。しかし,Late■in-
 kagegroup内において再び同説が成立するか否かは本実験のみンでは明.らかでたい。新
 しく出現したA2変異株一呑倦抗原はLate■inkagegrOUPのク・一ンと反応し,この系
 のク・一ンからこの抗原に対する抗体が産生されていると考えられる。
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 審査結果の要旨
 本誌父はインフルエンザAウイノしヌかヒトに残した抗房{刺激の記憶を新らしレ・インムノアドソー
 ベント法の開発利用から解析したもので,従来フランシスが提唱していた眠DOctri口oof
 Prim鼠ryAnもig己皿icSin夘はインフルエンザA-AO-AIのグルーブでは通用するが
 A2一香1巷・乞)グループまでは通用・せず,即ち1957年のA2流行以後新1らしい免疫記憶力`ヒトレて
 生まれ,インフルエンザAウイルスの抗原刺激連鎖が1957年で断ち・切らオτた事を明らかにした
 独創的な論文である。
 第1報はニワトリ赤血球からきれいなゴーヌトをつぐりこれにKエ04処理ウイルヌを吸病させ,
 即ち手軽なインムノアドソーベントを協発し,これを用いて多くのインフルエンザを経験したヒト
 1血清から特異抗体を吸収し,上1清に残った抗体のヌペクトルをしらべたものでをる。
 第2報はこの様なインムノアドソーベントに1吸着した特異抗体をpH2.2の塩酸'グリシン緩衝
 液で解離し,その抗体メペクトルをしらべて抗体分子群にプリントされた抗原刺激の種類を判別し
 たものである。
 以上第1報と第2報とアプローチはちがっても結果は全く一致した。即ち老人のAに始めてかか
 ったヒトには,AO,A1の抗原刺激がAの抗体にくみこまれている。壮年の.へ1が始めての抗原
 ,刺激のヒトにはA1しか記憶されていをい。にも拘らずこれらの人々のA-AO-A1抗体分子に
 へは全くA2や香港に対する記憶は刻印さ1ね.ていない。他方A2や香港に対する抗体分子群葎抽出ヒ
 てみZ・と老鉦,壮矩,若年を問わずA-AO-A1の抗原刺激は全く刻印されていをかった。
 以上著者1蔵同じインフノしエンずAウイルヌでも免疫担当根幹細胞にA-AO-A1とA2一香港
 と1宜全1く別な亥q印を残したこ～τを明らヵ・にし,前者をearly■inkagl内君roup,後者を
 !a七elinkagegropと呼んだ。最近前者のneuraminiαase.,後者のneuramini一
 αa日eは各grOup間r共通してお.り,たたし前者の天と後者の夫とは全ぐ異なる事が明らかにさ
 れてきた。この事実と照ちしあわせ著者の発見はインフノしエンザウィノしヌという抗原がヒトに一与え
 る抗原刺激部位を示したものと評価され,学位授与に値するすぐれた業績と認める。
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